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項 目 要  約 

１．研究の概要 

 

新型炉用セラミック材料の大型・複雑形状の革新的な三次元積層製造技術

（Additive Manufacturing: AM）の実用化に資する原料粉末のレーザ低温焼

結を実現するため、セラミック原料粒子の量子サイズ効果による融点降下と

フェムト秒レーザによる超短時間局所加熱を利用したフェムト秒レーザ低

温焼結によるAM技術を創成することを目的とする。 

具体的には、ナノ・マイクロ混合粒子原料による低温焼結現象の実験的検

証と、マルチフィジックスシミュレーションによるレーザ焼結現象を組み合

わせ、低温焼結に適当な原料粒子と焼結条件を明らかにする。 

以上のことを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）ナノ・マイクロ粒子（SiC、Si、Cナノ粒子）混合ペーストの調製 

２）DEM-CFDによるナノ・マイクロ粒子混合系のレーザ焼結解析 

３）フェムト秒レーザ焼結特性評価 

２．総合評価 
Ａ 

・新たなセラミック材料製造の基礎研究として、三次元積層製造技術に向け

た焼結技術を開発したことは評価できる。 

・一方で、大気中での焼結実験において酸化膜SiO2が形成されたことから、

今後、無酸素状態、不活性雰囲気での研究に展開されることに期待したい。 

  

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


